
(57)【要約】

【課題】スギ及びヒノキの植物生長抑制効果を活用し、

天然資源のみによる環境に優しい雑草生長抑制剤（材）

を提供する。

【解決手段】スギ又は及びヒノキエキスを抽出した抽出

液を基準として、これを散布液として用いる。また、樹

皮又はその抽出液に土壌改良材及び結合剤を加え塊状又

はシート状に成型したことを特徴とする雑草生長抑制材

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 2mmメ ッ シ ュ 以 下 に 裁 断 又 は 粉 砕 し た ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 を 、 水 か 、 0.01N～ 0.1N
の ア ル カ リ 水 溶 液 か 、 又 は ヘ キ サ ン 、 ア セ ト ン 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル の 内 か ら 選 ば れ
た １ 種 類 以 上 の 有 機 溶 媒 の い ず れ か に 浸 漬 し 、 抽 出 し 、 他 の 薬 剤 は 一 切 含 め な い こ と を 特
徴 と す る 雑 草 生 長 抑 制 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 土 壌 改 良 材 及 び 増 量 材 と し て 選 択 さ れ た 浄 水 汚 泥 、 製 紙 汚 泥 焼 却 灰 、 石 灰 、 貝 殻 粉 等 の
天 然 成 分 に 、 雑 草 生 長 抑 制 効 果 剤 と し て ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 の 粉 砕 物 又 は こ の 粉 砕
物 か ら 抽 出 し た 抽 出 液 を 加 え 、 こ れ に 有 機 結 合 剤 を 加 え て 塊 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 雑 草 生 長 抑 制 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 バ ー ジ ン パ ル プ 及 び 古 紙 パ ル プ に 、 2～ 5cmに 裁 断 又 は 粉 砕 し た ス ギ 又 は ヒ ノ キ の 樹 皮 と
、 有 機 結 合 剤 と を 混 合 し 、 こ れ を 厚 さ 10cm以 下 の シ ー ト 状 に 成 型 し た こ と を 特 徴 と す る 雑
草 生 長 抑 制 材 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 道 路 緑 地 帯 、 街 路 樹 周 辺 、 公 園 の 緑 地 、 家 庭 園 芸 等 園 芸 を 対 象 と す る 雑 草 生
長 抑 制 の 技 術 に 関 し 、 詳 し く は 、 ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 、 又 は そ の 抽 出 液 を 主 成 分 と
し て 、 こ れ を そ の ま ま 、 又 は こ れ に 天 然 素 材 を 添 加 す る こ と に よ り 、 自 然 に 優 し く 、 循 環
型 の 生 態 系 を 維 持 で き る 雑 草 生 長 抑 制 剤 及 び そ れ と 主 成 分 を 共 通 と す る 雑 草 生 長 抑 制 材 と
し た も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 雑 草 の 駆 除 に は 除 草 剤 が 用 い ら れ て い る が 、 こ れ ら の 殆 ど は 化 学 合 成 物 質 を 主
成 分 と す る も の で あ り 、 人 体 に 対 す る 急 性 毒 性 、 残 留 及 び 蓄 積 毒 性 、 発 癌 性 、 催 奇 性 を 始
め と し て 、 環 境 中 に お け る 生 態 系 の 破 壊 が 懸 念 さ れ る 。 そ こ で 、 近 年 こ れ ら 化 学 合 成 物 に
代 え 、 天 然 素 材 を 用 い て 、 雑 草 駆 除 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 11-241065号 公 報 に は 、 針 状 繊 維 の 集 合 体 に 粒 状 炭 を 混 合 し た 土 壌 改 良
材 が 示 さ れ て い る 。 こ れ は 、 ス ギ や ヒ ノ キ の 樹 皮 が も つ 忌 避 殺 虫 効 果 を 農 薬 の 代 わ り に 使
用 す る と い う CCI法 を 改 良 し 、 粒 状 炭 の 配 合 で 保 水 性 を 向 上 さ せ 、 芝 等 の 生 育 を 良 好 に す
る と い う も の で あ る 。 公 園 や 運 動 場 の 改 良 に 用 い ら れ る 。 し か し 、 こ れ は あ く ま で 土 壌 改
良 剤 と し て の も の で あ り 、 苗 木 の 根 元 に 敷 設 し て 、 雑 草 の 生 育 抑 制 に 使 用 す る こ と 等 は で
き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 2000-83492号 公 報 に は 、 雑 草 の 発 芽 抑 制 作 用 の あ る 植 物 の 乾 留 液 を 無 機 鉱 物 に 吸 着
さ せ 、 こ れ を 樹 皮 に 混 合 し 、 樹 皮 を 主 成 分 と す る 積 層 マ ル チ ン グ 材 を 作 る と い う も の で あ
る 。 乾 留 液 の 例 と し て は 竹 酢 や 木 酢 が 示 さ れ て い る 。 無 機 鉱 物 の 例 と し て は 、 吸 油 能 力 の
高 い シ リ カ 等 が 示 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 針 葉 樹 の 樹 皮 の 発 芽 抑 制 能 力 が 弱 い 点 を 補 い
、 発 芽 抑 制 能 力 を 高 く で き 、 か つ 長 時 間 維 持 で き る と さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ は 、 あ く
ま で も マ ル チ ン グ 材 と し て 構 成 さ れ る の で 、 草 花 を 植 え た ポ ッ ト 等 に は 自 由 に 利 用 し て 、
雑 草 の 生 長 を 抑 制 す る こ と 等 に は 使 え な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 開 2001-31969号 公 報 に は 、 ス ギ や ヒ ノ キ 等 の 樹 皮 を 嫌 気 状 態 も し く は 低 酸 素 状 態 で 炭
化 さ せ て 得 ら れ る 土 壌 改 良 材 が 示 さ れ て い る 。 こ の 土 壌 改 良 材 は 、 グ ラ ン ド 野 球 場 、 テ ニ
ス コ ー ト 等 の 土 質 改 良 に 用 い る こ と が で き 、 雑 草 の 発 生 を 抑 制 で き る と 示 さ れ て い る 。 し
か し 、 こ れ は 、 グ ラ ン ド 等 の 整 備 用 の も の で あ り 、 草 花 の 生 え た 花 壇 の 雑 草 の 生 長 抑 制 等
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に は 使 え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 開 2002-154912号 公 報 に は 、 剪 定 枝 等 の 粉 砕 物 と 樹 脂 と を 混 練 し て シ ー ト 状 に 形 成 し
、 こ れ を 雑 草 抑 止 シ ー ト と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 こ れ は 、 い わ ゆ る 草 と り マ ッ ト で あ り
、 遮 光 性 と 貫 通 抵 抗 性 の 保 持 に よ り 、 草 が 生 え る の を 防 止 で き る 。 し か し 、 シ ー ト に は 樹
脂 が 使 わ れ て お り 、 遮 光 に よ る 成 長 抑 制 効 果 し か 期 待 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 開 2002-309687号 公 報 に は 、 ヒ ノ キ か ら 抽 出 さ れ る ヒ ノ キ オ ー ル 含 有 体 敷 設 材 と し 、
こ れ を 建 築 物 の 床 下 、 又 は そ の 周 辺 に 敷 設 し よ う と す る も の で あ る 。 ヒ ノ キ オ ー ル に は 、
抗 菌 、 防 虫 機 能 が あ る の で 、 シ ロ ア リ の 進 入 を 防 ぐ こ と が で き る と 示 さ れ て い る 。 し か し
、 こ れ は 、 あ く ま で 建 材 品 と し て し か 利 用 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 通 り 、 従 来 の 雑 草 生 長 の 抑 制 に 関 す る 技 術 で は 、 雑 草 生 長 抑 制 機 能 の 必 要 性 が 示
さ れ 、 ヒ ノ キ 及 び ス ギ の 雑 草 生 長 抑 制 効 果 を 認 め な が ら も 、 純 園 芸 用 の 雑 草 生 長 抑 制 剤 （
材 ） と し て 、 公 園 や 既 存 緑 地 帯 、 或 い は 庭 園 や 植 木 ポ ッ ト 、 既 存 の 畑 地 に 手 軽 に 散 布 な い
し 敷 設 で き 、 か つ 敷 設 後 土 壌 に 何 ら の 環 境 的 悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 雑 草 生 長 抑 制 剤 （
材 ） が 開 発 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 一 方 で 工 業 用 水 道 や 上 水 道 の 浄 水 汚 泥 は 、 そ の 名 の 下 に ゴ ミ 扱 い さ れ て い る が 、
こ の 素 材 は 、 本 来 山 間 地 か ら 栄 養 価 の 高 い 土 砂 成 分 が 蓄 積 さ れ た も の で あ り 、 園 芸 用 の 土
壌 と し て は 良 質 の も の で あ る 。 製 紙 汚 泥 焼 却 灰 や 石 灰 、 或 い は 貝 殻 に つ い て も 同 様 に 、 土
壌 の 有 効 な 肥 料 成 分 も 含 ま れ る 。 従 来 、 こ れ ら は 産 業 廃 棄 物 と し て 邪 魔 扱 い さ れ て い る が
、 こ れ を 雑 草 生 長 抑 制 剤 に 集 約 で き る な ら 、 雑 草 生 長 抑 制 と 土 壌 改 良 を バ ラ ン ス よ く 保 ち
、 ま た 、 資 源 を 循 環 使 用 す る こ と に よ り 自 然 環 境 を 保 護 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 11-241065号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2000-83492号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2001-31969号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 2002-154912号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 2002-309687号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 ス ギ 及 び ヒ ノ キ は 、 自 然 に 存 在 す る 植 物 で あ り 、 そ の 成 長 過 程 に お い て
は 、 自 然 淘 汰 の 原 理 か ら 抗 菌 性 物 質 、 多 種 の 植 物 成 長 抑 制 物 質 を 含 有 し て い る こ と が 知 ら
れ て い る 。 こ の 物 質 は 、 こ れ ま で 自 然 環 境 中 で 生 態 系 の 維 持 に 関 与 し て き た 天 然 物 質 で あ
り 、 環 境 破 壊 に 繋 が ら な い 環 境 に や さ し い 物 質 で あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 は 、 現 在 、 廃 棄 物
と し て 多 量 処 理 さ れ て い る 樹 皮 の こ れ ら の 特 性 に 着 目 し 、 こ れ を 雑 草 生 長 抑 制 剤 （ 材 ） と
し て 、 一 般 園 芸 に 多 用 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 工 業 用 水 道 、 上 水 道 の 浄 水 汚 泥 や 、 製 紙 汚 泥 焼 却 灰 、 石 灰 、 貝 殻 の 中 か ら 土 壌 改
良 剤 と し て 利 用 可 能 な 天 然 物 質 を 選 択 し 、 こ れ と ヒ ノ キ 又 は ス ギ の 雑 草 生 長 抑 制 効 果 成 分
を 混 合 し 、 塊 状 又 は シ ー ト 状 に 成 形 し て 、 雑 草 生 長 抑 制 効 果 に 止 ま ら ず 園 芸 用 美 化 材 、 最
終 的 に は 肥 料 と ま で 為 し 得 る 付 加 価 値 の 高 い 雑 草 生 長 抑 制 剤 及 び そ れ と 主 成 分 を 共 通 と す
る 雑 草 生 長 抑 制 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 抽 出 液 に よ る 雑 草 生 長 抑 制 剤 は 、 2mmメ ッ シ ュ 以 下
に 裁 断 又 は 粉 砕 し た ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 を 、 水 か 、 0.01N～ 0.1Nの ア ル カ リ 水 溶 液
か 、 又 は ヘ キ サ ン 、 ア セ ト ン 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル の 内 か ら 選 ば れ た １ 種 類 以 上 の 有
機 溶 媒 の い ず れ か に 浸 漬 し 、 抽 出 し 、 他 の 薬 剤 は 一 切 含 め な い こ と を 特 徴 と す る 。 他 の 薬
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剤 は 一 切 添 加 し な い 。 抽 出 液 中 に は 、 ヒ ノ キ オ ー ル 等 の 雑 草 生 長 抑 制 で き る 有 効 成 分 が 高
濃 度 に 含 ま れ て い る 。 従 っ て 、 こ れ を 又 は こ の 濃 縮 液 を 、 適 切 濃 度 に 希 釈 し 、 園 芸 土 壌 に
散 布 す る こ と に よ り 、 土 壌 表 面 に 生 長 す る 雑 草 の 生 長 を 抑 制 で き る 。 効 果 を 高 め る た め に
は 、 使 用 前 に 除 草 し 、 土 壌 表 面 を 清 掃 し て お く の が 好 ま し い 。 使 用 後 、 長 期 の 効 果 持 続 が
期 待 さ れ 、 散 布 回 数 少 な く し て 労 力 削 減 で き る 。 自 然 界 に 存 在 し て い る ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ
キ の エ キ ス が 主 成 分 で あ り 生 物 毒 性 少 な く 、 環 境 に 優 し い 雑 草 生 長 抑 制 剤 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 抽 出 液 は 、 0.01N～ 0.1Nの ア ル カ リ 水 溶 液 の 場 合 、 pH6～ 8に 調 整 し 、 0～ 500倍 に 希 釈 し
て 散 布 す る 。 希 釈 濃 度 が 高 く と も 、 既 存 の 花 や 木 が 枯 死 す る よ う な こ と は な い 。 500倍 以
上 の 希 釈 で は 雑 草 生 長 抑 制 効 果 が 薄 く な る の で 、 散 布 回 数 を 多 く し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 塊 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 は 、 土 壌 改 良 材 と し て 選 択 さ れ た 浄 水 汚 泥 、 製 紙
汚 泥 焼 却 灰 、 石 灰 、 貝 殻 粉 等 の 天 然 成 分 に 、 雑 草 生 長 抑 制 効 果 剤 と し て ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ
キ の 樹 皮 の 粉 砕 物 又 は こ の 粉 砕 物 か ら 抽 出 し た 抽 出 液 を 加 え 、 こ れ に 有 機 結 合 剤 を 加 え て
塊 状 に 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 は 2mmメ ッ シ ュ 以 下 に 裁 断 又 は 粉 砕 し て 用 い る 。 樹 皮 と 、 土
壌 改 良 材 と 、 結 合 剤 の 配 合 比 は 、 1： 0～ 50： 0～ 50（ 容 量 ： 重 量 ： 重 量 ） の 割 合 と す る 。
結 合 剤 と し て は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 、 澱 粉 、 卵 白 、 ト ロ ロ ア オ イ 、 ノ リ ウ ツ ギ の １ 種
以 上 と し て 選 択 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 塊 状 化 の サ イ ズ は ２ ～ ５ cm程 度 と し 、 公 園 、 花 壇 、 家 庭 花 壇 、 菜 園 、 花 木 、 ポ ッ ト 等 の
用 途 に 応 じ て 定 め る 。 一 般 に 、 広 面 積 の 場 所 に は 大 き な 粒 を 小 面 積 の 場 所 に は 小 粒 の も の
を 用 い る 。 混 合 利 用 す る の も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 塊 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 を 園 芸 地 に 敷 設 す る 場 合 、 ま ず 園 芸 地 の 草 を 引 き 、 清 掃 し 、 そ の
後 、 2～ 3層 と な る よ う 粒 を 播 く 。 こ れ に よ り 庭 園 の 見 栄 え が と て も 綺 麗 に な る 。 真 珠 貝 の
粉 の 場 合 、 高 級 感 も 出 る 。 上 か ら 水 を 散 布 す る と 雑 草 生 長 抑 制 材 の 主 成 分 が 土 壌 に 少 量 染
み 、 雑 草 の 生 長 を 長 期 に 亘 っ て 抑 制 す る 。 効 果 が 薄 れ る 頃 、 例 え ば １ 年 が 過 ぎ る と 土 壌 と
一 体 化 さ れ 、 土 壌 養 分 と な っ て 土 に 返 る 。 そ の 上 か ら 再 度 新 た な 雑 草 生 長 抑 制 材 を 敷 設 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 粒 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 は 、 地 中 10cmま で の 間 に 敷 き 込 む こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 地
中 全 体 に 効 果 成 分 を 散 布 し た の と 類 似 の 効 果 が 出 て 、 雑 草 、 特 に 小 さ な 雑 草 の 種 の 芽 が 出
に く く 、 小 さ な 根 の 生 長 が 抑 制 さ れ る 。 大 き な 種 や 、 既 に 成 長 し て い る 花 や 木 に は 大 き な
影 響 は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 の 代 わ り に そ の 抽 出 液 を 用 い る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 抽
出 液 と 、 土 壌 改 良 材 と 、 結 合 剤 の 配 合 割 合 は 、 1： 1～ 100： 1～ 50（ 容 量 ： 重 量 ： 重 量 ） と
す る 。 外 径 2～ 5cmの 塊 状 に 仕 上 げ る こ と に よ り 、 樹 皮 を 用 い た も の と 同 様 の 作 用 、 効 果 を
出 す こ と が で き る 。 地 中 に 敷 き 込 む こ と が で き る 点 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 は 、 2～ 5cmに 裁 断 又 は 粉 砕 し た ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 と
、 バ ー ジ ン パ ル プ 及 び 古 紙 パ ル プ と 、 結 合 剤 と を 1： 0.1～ 10： 0～ 10（ 重 量 比 ） の 割 合 で
混 合 し 、 厚 さ 10cmま で の シ ー ト 状 に 加 工 し て 得 る 。 こ れ を 整 地 し た 土 壌 上 に 敷 設 す る こ と
に よ り 、 雑 草 の 生 長 を 抑 制 で き 、 完 全 防 除 で き る 。 従 来 例 で 示 し た 草 と り マ ッ ト と 異 な り
、 樹 脂 を 用 い な い の で 叩 き 割 る こ と も で き 、 一 定 期 間 経 過 後 に 細 か く 叩 き 割 っ て 、 地 中 に
埋 め 込 み 土 壌 養 分 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 は 、 地 中 10cmま で の 深 さ に 埋 設 す る こ と も で き る 。 こ の 方 法
に よ れ ば 、 地 中 埋 設 す る こ と に よ り 、 そ の 上 方 で 小 さ な 草 木 を 育 成 で き 、 し か も そ の 部 分
で 小 さ な 雑 草 が 生 長 す る の を 抑 制 で き る 。 効 果 成 分 の 分 散 は 、 雨 水 の 毛 細 管 現 象 に よ る 。
効 果 が 薄 れ る 時 期 に は 、 例 え ば ト ラ ク タ 類 で 耕 運 し て 細 か く 砕 き 、 土 中 養 分 と す る こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 樹 皮 抽 出 液 に よ る 雑 草 生 長 抑 制 剤 に よ れ ば 、 ス ギ 又 は 及
び ヒ ノ キ の 樹 皮 が 本 来 有 す る 雑 草 生 長 抑 制 効 果 を 高 濃 度 で 得 る こ と が で き 、 こ れ を 適 宜 希
釈 し つ つ 園 芸 に 利 用 す る こ と が で き る 。 ス ギ 又 は ヒ ノ キ の 樹 皮 の み の 使 用 で あ る の で 、 環
境 へ の 影 響 は 少 な く 、 安 心 し て 多 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 塊 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 に よ れ ば 、 資 材 は 全 て 生 態 系 の 維 持 に 関 与 し て い る 天 然
物 の み で あ る の で 、 環 境 へ の 影 響 は 少 な い 。 ま た 、 塊 状 で あ る の で 、 園 芸 に 利 用 し 易 く 、
整 地 、 清 掃 さ れ た 土 壌 上 に 敷 設 す る の み で 良 く 、 雑 草 生 長 を 有 効 に 抑 制 で き る 。 生 長 抑 制
効 果 が 薄 れ た 時 期 に は 土 壌 中 に 敷 き 込 ん で 栄 養 分 と す る こ と が で き る 。 塊 状 物 に よ り 綺 麗
に 園 芸 物 を 飾 る こ と が で き 、 特 に 真 珠 貝 殻 の 粉 を 用 い る 場 合 に は 、 見 栄 え が 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 に よ れ ば 、 通 常 の 草 と り マ ッ ト 以 上 の 防 除 効 果 を 期
待 で き 、 マ ッ ト の 隙 間 に 生 え る 草 の 生 長 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 有 機 の 結 合 剤 で 固 め た だ け
の 品 物 で あ る の で 、 不 要 の 折 り は 細 か く 砕 き 、 土 壌 に 鋤 き 込 ん で 栄 養 分 と す る こ と が で き
る 。 シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 は 、 地 中 の 10cmま で に 埋 設 し 、 こ の 上 方 で 草 木 を 育 成 で き
、 か つ 上 方 土 壌 の 雑 草 生 長 抑 制 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 示 し 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 適 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 、 ス ギ 又 は 及 び ヒ ノ キ の 成 分 を 抽 出 し 、 抽 出 液 を 製 造 す る 工 程 と 、 こ の 抽 出 液 を
用 い て 塊 状 の 製 品 を 作 る 工 程 を 併 せ て 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 チ ャ ー ト 中 に 示 す 参 照
符 号 は 、 工 程 又 は そ の 材 料 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 示 の よ う に 、 樹 皮 １ に 、 水 ２ か 、 溶 媒 ３ か 、 0.01N～ 0.1N規 定 の ア ル カ リ 水 溶 液 ４ か
で 抽 出 す る 。 ア ル カ リ 水 溶 液 ４ の 場 合 は 、 後 で 中 和 工 程 ５ を 挿 入 す る 。 こ れ ら に よ り 得 ら
れ た 抽 出 液 ６ は 、 液 状 の 製 品 ７ と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 樹 皮 １ と し て は 、 専 ら ス ギ 又 は ヒ ノ キ の 樹 皮 を 用 い る 。 い ず れ か 1つ で も よ く 、 混 合 物
で も 良 い 。 そ の 混 合 率 に 応 じ 、 ス ギ エ キ ス 、 ヒ ノ キ エ キ ス 等 と 種 別 分 け す る こ と が で き る
。 比 率 を 表 示 し て お く の も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 製 品 ７ は 、 雑 草 生 長 抑 制 剤 と し て 用 い る 。 濃 縮 製 品 を 作 る こ と も で き る 。 希 釈 率 は 0～ 5
00倍 と す る 。 原 液 散 布 し て も 成 長 花 木 を 枯 死 さ せ る こ と は な い 。 発 芽 、 発 根 、 生 長 を 抑 制
で き る 。 散 布 の 方 法 は 、 ま ず 園 地 の 草 を 取 り 、 清 掃 し 、 そ の 土 壌 に 散 布 す る 。 既 存 の 花 木
の 生 長 に は 余 り 影 響 せ ず 、 清 掃 土 壌 か ら 雑 草 が 生 え る の を 抑 制 で き る 。 花 壇 の 手 入 れ が 格
段 に 楽 に な る 。 因 み に 、 公 園 緑 地 や 道 路 緑 地 帯 の 花 壇 で は 、 年 に 数 回 （ 例 え ば ５ 回 ） 草 取
り を 行 わ ね ば な ら な い が 、 こ の 回 数 を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 再 度 図 １ に お い て 、 抽 出 液 ６ に 、 増 量 材 ８ 、 及 び 結 合 剤 ９ を 加 え 、 塊 状 に 膨 化 成 形 １ ０
し 、 乾 燥 １ １ し 、 製 品 １ ２ と す る こ と が で き る 。 増 量 剤 ８ は 、 単 に 増 量 す る の で は な く 、
土 壌 改 良 剤 た り 得 る も の を 選 択 使 用 す る こ と が 条 件 で あ る 。 増 量 材 （ 土 壌 改 良 材 ） と し て
は 、 真 珠 貝 の 殻 、 工 業 用 水 道 又 は 上 水 道 の 浄 水 汚 泥 、 製 紙 汚 泥 焼 却 灰 、 石 灰 等 か ら 選 択 す
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る こ と が で き る 。 特 に 浄 水 汚 泥 は 、 汚 泥 と 称 す る も 山 の 幸 で あ り 、 有 効 な ミ ネ ラ ル を 含 む
上 質 の 土 壌 改 良 材 と し て 用 い る こ と が で き る 。 ま た 真 珠 貝 の 貝 殻 は 光 沢 が 良 く 、 美 し い 製
品 １ ２ を つ く る こ と が で き る の み な ら ず 、 そ の 成 分 は 肥 料 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 結 合 剤 と し て は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 、 澱 粉 、 卵 白 、 ト ロ ロ ア オ イ 、 ノ リ ウ ツ ギ 等 の
有 機 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 抽 出 液 ６ と 、 増 量 材 ８ と 、 結 合 剤 ９ の 混 合 比 率 は 、 全 て が
自 然 に 優 し い 素 材 の み か ら で き て い る の で 、 1： 1～ 100： 1～ 50（ 容 量 ： 重 量 ： 重 量 ） の 割
合 で 自 由 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 製 品 １ ２ の 形 状 は 、 一 般 に は 直 径 ２ ～ ５ cmの 球 形 と す る 。 真 球 で な く と も 楕 円 球 で あ っ
て も 良 く 、 角 形 で あ っ て も 良 い 。 真 珠 の 貝 殻 を 含 め た 製 品 で は 、 高 級 感 を 示 す た め 、 真 円
形 状 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 製 品 １ ２ は 、 園 地 の 草 を 取 り 、 清 掃 を し た 後 、 3～ 10cmの 厚 さ で 土 壌 上 に バ ラ 播 く 。 こ
れ に よ り 、 園 地 の 見 栄 え を 綺 麗 に で き る 。 花 木 ポ ッ ト で は 、 直 径 1～ 2cmの 製 品 が 好 ま れ る
。 美 化 を 目 的 と し て 、 製 品 に 増 量 材 ８ の 種 別 に よ っ て 色 を 付 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 園 地 に 播 か れ た 製 品 １ ２ は 、 雨 水 や 散 水 に よ っ て 、 そ の 成 分 を 土 壌 中 に 出 す 。 従 っ て 、
雑 草 の 生 長 が 抑 制 さ れ 、 園 地 整 備 の 手 間 を 省 力 化 で き る 。 遮 光 機 能 も 含 ま れ る の で 生 長 抑
制 効 果 が 高 く 、 有 効 期 間 は 永 続 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 雑 草 生 長 抑 制 機 能 の 消 失 後 、 製 品 １ ２ は 土 壌 中 に 敷 き 込 む こ と が で き る 。 土 壌 中 に 敷 き
込 ま れ た 製 品 は 、 土 壌 の 養 分 と し て 吸 収 さ れ 、 新 た な る 土 壌 と な る 。 こ れ に よ り 、 循 環 型
の 生 態 系 が 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ は 、 樹 皮 １ に 増 量 材 ８ 、 結 合 剤 ９ を 加 え て 塊 状 製 品 を 得 る 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 樹 皮 １ を ２ mmメ ッ シ ュ に 裁 断 １ ３ 、 篩 別 １ ４ し 、 増 量 材 ８ 及 び 結 合 剤 ９ を
加 え て 膨 化 成 形 し 、 次 い で 乾 燥 １ １ し て 製 品 １ ６ と す る 。 樹 皮 １ と 、 増 量 材 ８ と 、 結 合 剤
９ と の 配 合 比 は 、 重 量 比 で 1： 0～ 50： 0～ 50と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 製 品 １ ６ は 、 図 １ で 示 し た 製 品 １ ２ と 異 な り 、 樹 皮 １ の 繊 維 成 分 を 含 む の で 、 含 水 性 が
高 く 、 有 機 成 分 の 多 い 製 品 １ ６ と な る 。 作 用 、 効 果 に つ い て は 図 １ に 示 し た も の と 同 様 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ は 、 シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 剤 を 得 る 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 樹 皮
１ に バ ー ジ ン パ ル プ 及 び 古 紙 パ ル プ の 混 合 パ ル プ １ ７ と 、 結 合 剤 ９ と を 混 合 １ ８ し 、 厚 さ
10cmま で の シ ー ト 状 に 成 型 １ ９ し 、 乾 燥 １ １ し 、 製 品 ２ ０ と す る 。 樹 皮 １ と 、 パ ル プ １ ７
と 、 結 合 剤 ９ の 混 合 比 率 で は 、 重 量 比 で 1： 0.1～ 10： 0～ 10と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 シ ー ト 状 の 製 品 ２ ０ は 、 雑 草 生 長 抑 制 効 果 を 有 す る が 、 シ ー ト 状 で あ る た め 草 と り マ ッ
ト の 役 目 を も 有 し 、 土 壌 上 部 へ の 敷 設 に よ っ て 、 下 面 の 草 を 防 除 で き る 。 防 除 機 能 は 永 年
的 で あ る が 、 実 用 的 に は 数 年 で あ る 。 本 発 明 の シ ー ト 状 の 製 品 ２ ０ は 、 樹 脂 を 用 い な い の
で 強 く 叩 く と 細 か く 割 れ 、 土 壌 の 肥 料 と な り 、 土 壌 と 一 体 化 で き る 。 従 っ て 有 効 期 限 の 切
れ た 製 品 は 土 壌 に 一 体 化 で き 、 循 環 型 の 生 態 系 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 シ ー ト 状 の 製 品 ２ ０ は 、 深 さ 10cm程 度 で 土 壌 中 に 埋 設 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 雨
水 等 に よ っ て 上 部 土 壌 に 成 分 を 浸 透 さ せ 、 雑 草 生 長 抑 制 効 果 を 発 揮 す る の で 、 シ ー ト 上 部
で 花 木 を 育 成 し な が ら 雑 草 が 生 え る の を 抑 制 で き る 。 使 用 後 、 耕 運 に よ っ て 叩 き 割 り 、 土
壌 に 一 体 化 さ せ る こ と も で き る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 樹 皮 １ の 植 物 の 生 長 抑 制 効 果 を 調 べ た 線 図 で あ る 。 図 ４ は 、 通 常 土 壌
に 樹 皮 １ を 含 め た 土 壌 を 用 い て 、 各 種 植 物 の 茎 長 （ cm） の 成 長 度 合 を 比 較 し た 線 図 で あ る
。 図 ５ は 、 同 様 試 験 で 根 長 （ cm） を 比 較 し た 線 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 示 の よ う に 、 茎 長 に 関 し て は 、 植 物 の 種 別 に よ っ て 差 は あ る が 、 25～ 70％ の 生 長 抑 制
機 能 が 見 ら れ た 。 ま た 、 根 長 に 関 し て は 、 同 様 に 植 物 種 別 に よ っ て 差 は あ る が 、 5.3～ 80
％ の 成 長 抑 制 効 果 が 認 め ら れ た 。 イ ネ 科 の 植 物 に 対 し 効 果 が 大 で あ る の は 、 根 の 繁 茂 す る
イ ネ 科 の 雑 草 に つ い て 効 果 大 で あ る こ と を 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 状 の 雑 草 生 長 抑 制 剤 の 製 造 工 程 と 、 そ の 抽 出 液 か ら
塊 状 の 製 品 を 得 る 工 程 と を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 塊 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 の 製 造 工 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ー ト 状 の 雑 草 生 長 抑 制 材 の 製 造 工 程 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 樹 皮
　 ２ 　 水
　 ３ 　 溶 媒
　 ４ 　 ア ル カ リ 水 溶 液
　 ６ 　 抽 出 液
　 ７ 、 １ ２ 、 ２ ０ 　 製 品
　 ８ 　 増 量 材 （ 土 壌 改 良 材 ）
　 ９ 　 結 合 剤
１ ７ 　 パ ル プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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